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島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
宍
道
家
正
系
」
（
三
）

｜
｜
翻
刻
「
神
主
熊
野
家
系
図
之
次
第
」
宍
道
町
神
社
研
究
の
資
料
と
し
て
｜
｜

m~ 

部

且；

は

じ

め

に

前
編
（
一
）
（
『
大
妻
国
文
」
出
号
、
平
成
辺
〈
∞
〉
年
3
月
）
に
翻
刻
紹
介
し
た
宍
道
（
池
田
）
家
の
家
系
図
閣
（
服
部
論
文
史
料
番
号
、
以
下
同
じ
）

即
ち
、
文
書
＠
『
勲
業
宍
道
家
正
系
』
の
作
成
時
期
・
作
成
者
（
の
性
格
）
・
作
成
の
目
的
等
の
考
察
を
行
な
う
た
め
に
予
め
二
つ
の
文
書
を
紹

介
す
る
と
し
て
、
そ
の
内
の
一
つ
、
問
・
文
書
⑧
『
出
雲
勲
業
宍
道
家
系
譜
』
を
前
編
（
二
）
（
『
大
妻
国
文
』

M
号
、
平
成
日
〈
W
V年
3
月
）
で
翻

刻
紹
介
し
た
。
本
号
で
は
、
も
う
一
つ
の
削
「
神
主
熊
野
家
系
図
之
次
第
」
（
文
書
⑧
中
に
収
録
）
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
文
書
の
解
読
と
関
係
史
料

に
つ
い
て
、
島
根
県
立
図
書
館
内
田
文
恵
氏
・
北
村
久
美
子
氏
、
並
び
に
嵐
義
人
氏
に
御
教
示
頂
い
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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一
文
書
＠
『
神
職
位
階
之
式
書

家
脈
』
解
説

園
守
任
位
官
式

曹
洞
借
公
書
之
文

杵
築
園
造
家
譜

熊
野
別
火
之

本
文
書
は
、
宍
道
峰
清
が
書
写
し
た
文
書
と
峰
清
以
外
の
複
数
の
人
物
が
書
写
し
た
文
書
と
を
合
冊
し
た
冊
子
本
で
、
宍
道
鈴
子
氏
の
所
蔵

に
な
る
。

冊
子
本
l
冊
、
原
装
、
表
紙
標
色
縦
N
H
・N
S

・
横
目
－

rs、
表
表
紙
左
上
に
手
書
き
の
朱
細
線
（
2
本
）
の
郭
内
に
、
朱
筆
で
「
神
職
位
階
之

式
書
（
①
）
」
園
守
任
位
官
式
（
②
）
」

曹
洞
借
公
書
之
文
（
③
）
」
杵
築
園
造
家
譜
（
④
）
」
熊
野
別
火
之
家
脈
（
⑤
）
」
と
5
行
に
亘
っ
て
書
い

た
（
宍
道
峰
清
の
手
跡
）
題
築
（
縦
5
・F
B
・横

m
m）
を
貼
る
。
内
題
な
し
。
①
の
文
書
と
類
似
し
た
格
紙
1
枚
を
袋
綴
じ
に
し
て
見
返
し
と
す
る
。

見
返
し
の
右
上
隅
に
、
「
肱
候
提
綱
」
桂
里
有
持
先
生
」
と
2
行
に
墨
書
（
峰
清
の
手
跡
か
否
か
判
断
が
つ
か
な
い
）
し
て
い
る
。
裏
表
紙
の
見
返
し

も
表
と
同
一
の
格
紙
l
枚
を
袋
綴
じ
に
し
、
此
処
に
も
左
下
隅
に
「
肱
候
」
（
上
下
逆
向
き
）
と
墨
書
（
手
跡
の
人
物
は
不
明
）
し
て
い
る
。
こ
の
見

返
し
の
用
紙
は
別
の
紙
を
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
格
紙

ω丁
（
内
幻
丁
1
印
丁
木
版
刷
罫
紙
）
、
墨
附
印
丁
、
序
文
・
奥
書
き
な
し
。

下
小
口
に
「
位
階
式
諸
家
系
譜
」
と
朱
書
き
（
峰
清
の
手
跡
）
す
る
。

本
文
書
は
外
題
①
1
⑤
を
初
め
と
す
る
同
種
の
文
書
を
合
冊
し
、
料
紙
・
手
跡
も
複
数
で
あ
る
。
以
下
に
、
書
誌
的
事
項
や
内
容
等
を
略
述

す
る
。

① 
（ア）

－
オ
1
8
ウ
。
縦
N
H
・品
n
B
・
約
横
ω
C
・品
n
g
（第
l
紙
）
の
格
紙
8
丁
を
袋
綴
じ
に
す
る
。
①
は
次
の

2
種
の
文
書
か
ら
成
る
。

倫

1
オ
1
7
ォ。

1
オ
に
文
書
名
を
「
御
輪
吉
」
口
宣
位
記
之
寓
」
従
五
位
下
陸
奥
守
信
清
朝
臣
」
と
3
行
に
書
い
て
い
る
。
信
清
朝
臣

は
2
オ
に
源
信
清
と
あ
る
人
物
に
該
当
し
、
源
信
清
の
上
方
に
薄
標
色
の
筆
で
「
神
官
」
と
注
記
し
て
い
る
。
執
れ
の
社
の
神
職
か
未
調

査
で
あ
る
。
M
W
の
本
丈
の
手
跡
に
つ
い
て
は
確
信
を
持
て
な
い
が
、
本
文
に
多
数
記
入
さ
れ
た
朱
と
薄
繰
色
の
注
－
記
の
手
跡
は
、
私
の
知



る
峰
清
の
壮
年
時
代
（
幕
末
か
ら
明
治
維
新
前
後
）
の
手
跡
と
思
わ
れ
る
。
本
文
の
墨
筆
も
、
峰
清
の
書
写
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

川

7
ウ
1
8
ゥ
。
叙
位
任
官
に
対
す
る
御
礼
の
日
ヶ
所
の
宛
先
雛
形
。
「
園
郡
」
御
宮
神
主
」
官
位
朝
臣
」
右
官
位
御
種
之
ケ
所
」

如
左
」
で
始
ま
り
、
「
天
保
十
亥
年
」
四
月
十
一
日
」
参
内
之
式
者
此
所
ニ
略
ス
」
で
終
る
。
「
神
」
の
右
上
り
筆
癖
は
峰
清
の
そ
れ
を
思

わ
せ
る
。

②

9
オ
1
凶
ウ
。
縦
N
H
・品
ng
・
横
ω
。
・
台
自
（
第
l
紙
）
の
格
紙
9
丁
を
袋
綴
じ
に
す
る
。
料
紙
は
①
と
同
質
だ
が
、
①
よ
り
も
紙
色
が
薄
く
、

①
と
は
別
の
料
紙
で
あ
る
。

9
オ
に
文
書
名
と
し
て
「
御
輪
吉
」
斉
貴
朝
臣
」
口
宣
位
記
之
寓
」
松
平
出
羽
守
」
と
4
行
に
書
い
て
い
る

論

（
峰
清
の
手
跡
か
）
。
松
江
藩
主
9
代
松
平
斉
貴
を
、
文
政
九
年
二
月
廿
五
日
従
五
位
下
に
叙
し
、
出
羽
守
に
任
ず
る
口
宣
案
の
写
し
で
あ
る
。

手
跡
は
①
肘
川
と
は
別
筆
。
①
的
と
異
な
り
朱
・
薄
標
色
筆
の
注
記
が
な
く
、
ま
た
、
①
と
次
の
③
が
口
宣
案
等
の
料
紙
の
形
を
青
（
薄
練
色
）

線
で
模
る
の
に
対
し
、
②
は
墨
線
で
模
る
点
も
相
違
す
る
。
②
は
峰
清
が
他
者
の
写
し
た
も
の
を
合
冊
し
た
も
の
と
思
う
。

四
オ
ウ
。
縦
N
H－
N
n
B

・
横
ω
0
・品
n

E
の
格
紙
1
丁
を
袋
綴
じ
す
る
。
料
紙
の
質
・
色
は
②
と
良
く
似
る
。
的
②
と
異
な
り
文
書
名
は
な
く
「
永

③ 

平
寺
住
職
事
」
（
四
オ
）
で
始
ま
り
、
「
天
気
執
達
如
件
」
右
中
将
（
花
押
）
」
年
号
月
日
」
何
寺
何
和
尚
禅
室
」
（
印
ウ
）
で
終
る
。
原
本
の

料
紙
の
形
を
①
と
同
じ
く
青
（
薄
標
色
）
線
で
模
る
。
峰
清
の
手
跡
と
思
わ
れ
る
。

④ 

却
オ
1
お
ウ
。
縦
N
H

・
5
5・
横
ω
E
n
g
（第
l
紙
）
の
格
紙
を
袋
綴
じ
に
し
て
い
る
。
料
紙
は
①
笹
川
W

と
は
明
ら
か
に
別
種
で
、
繊
維
が
①

②
③
よ
り
も
粗
め
で
、
褐
色
味
が
あ
る
。
④
の
全
部
に
亘
り
、
各
丁
の
下
端
隅
が
茶
色
の
染
み
で
汚
れ
て
い
る
。
④
の
手
跡
は
総
て
同
筆

で
、
①
②
③
と
は
明
白
に
別
筆
で
あ
る
。
峰
清
が
他
者
の
写
し
た
も
の
を
譲
り
受
け
た
か
、
書
写
を
依
頼
し
た
も
の
を
こ
こ
に
合
冊
し
た

も
の
と
思
う
。
内
容
は
次
の

3
種
の
文
書
か
ら
成
る
。

（ア）

初
オ
1
出
ゥ
。
文
書
名
「
出
雲
杵
築
国
造
系
圃
」
（
羽
生
。
「
天
照
皇
大
神
」
（
却
さ
か
ら
始
ま
り
、
途
中
「
千
家
ノ
祖
」
（
幻
オ
）
・
「
北

嶋
ノ
祖
」
（
却
オ
）
を
経
て
、
北
嶋
家
の
凶
代
目
「
園
造
直
孝
」
（
泊
ウ
）
で
終
る
0

2
q
 

泣
オ
1
お
ウ
。
文
書
名
「
杵
築
大
社
井
末
社
」
（
認
オ

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
宍
道
家
正
系
」
（
三
）

一
一



四

（ゥ）

お
ウ
1
お
ウ
。
文
書
名
「
杵
築
大
社
神
領
古
今
覚
」
（
お
ウ
3
〈
行
目
を
略
す
。
以
下
同
じ

0

・：服部〉）

笹
幻
オ
ー

ωゥ
。
縦
N
H－
H
n
g

・
横
ω
0
・h
n
S
の
格
紙
に
、
縦
N
0
・rs・
幅

u
mの
木
版
刷
り
黒
色
罫
線
（
上
下
の
枠
は
巾
約
幻
蜘
）

M
行
（
柱
に

蔵
書
」
と
あ
る
）
を
刷
っ
た
罫
紙
お
丁
を
袋
綴
じ
に
し
て
い
る
。
訂
オ
の
目
録
に
8
文
書
を
掲
載
す
る
が
、
内
容

,6. 
ロ
印

宍
道
家

⑤ 
は
以
下
の

9
文
書
か
ら
な
る
。
こ
の
内
M
W
I
制
は
、
熊
野
家
あ
る
い
は
熊
野
大
社
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
文
書
と
思
わ
れ
る
。

（ア）

お
オ
1

1
必
オ

l
aウ
は
無
記
）
。
文
書
名
「
神
主
熊
野
家
系
園
之
次
第
」
（
お
オ
1
）
。
外
題
の
⑤
「
熊
野
別
火
之
家
脈
」
、
目
録
（
幻
オ
）

の
「
帥
輝
一
団
熊
野
大
社
神
主
系
圃
次
第
」
に
該
当
す
る
文
書
で
あ
る
。

的
オ
1
1
m
オ
1
。
文
書
名
「
御
輪
吉
之
寓
」
（
刊
オ
l
）
。
目
録
に
は
「
御
輪
吉
二
」
（
幻
オ
3
）
と
あ
る
。
つ
こ
と
あ
る
の
は
、
外
題

輸

の
①
に
相
当
す
る
「
御
輪
吉
」
口
宣
位
記
之
窮
」
（
1
オ
1
1
2
）
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

回
オ
2
1
日
オ
日
。
文
書
名
は
な
い
が
、
目
録
の
「
将
軍
代
ミ
之
御
判
」
（
幻
オ
4
）
に
相
当
す
る
。

（イ）（エ）（ゥ）

日
ォ
ロ
1
臼
ウ
7
。
文
書
名
は
な
い
が
、
目
録
の
「
出
雲
園
守
井
家
老
之
判
」
（
幻
オ
5
）
に
相
当
す
る
。

（オ）

回
ウ
8
1
日
オ
ロ
。
目
録
に
は
な
い
文
書
。
文
書
名
は
な
く
、
「
熊
野
神
主
家
ニ
相
良
親
王
八
景
御
筆
跡
ア
ル
八
十
世
倶
家
同
五
男
」
（
臼

（

憎

）

喧

ウ
8
）
か
ら
始
ま
り
、
「
子
時
明
「
三
年
T
酉
三
月
日
」
神
主
伊
珠
熊
野
臣
源
重
潔
（
花
押
）
」
（
臼
オ
8
1
9
）
で
終
る
。
こ
れ
を
「
子
時
宝

月
十
一
年
辛
巳
七
月
日
」
熊
野
達
馬
則
官
臣
源
柴
侶
（
花
押
こ
が
写
し
た
旨
を
記
す
（
臼
オ
ω
1
U
）O

熊
野
家
「
八
十
世
倶
家
」
（
臼
ウ
8
）

の
男
子
五
人
の
来
歴
・
禄
高
に
つ
い
て
の
文
書
で
あ
る
。

（キ）（ヵ）

日
ウ
1

1
日
ウ
3
。
目
録
の
ヲ
一
ヶ
像
署
意
」
（
釘
オ
6
）
に
相
当
す
る
文
書
。

臼
ウ
4
1
回
オ
4
。
目
録
の
「
明
和
四
年
杵
築
六
社
之
始
末
弁
雑
書
」
（
幻
オ
7
）
に
相
当
す
る
文
書
。
峰
清
は
こ
の
文
書
を
一
旦
は
「
嬰
之
」

（臼ウ
4
）
と
す
る
も
、
「
左
ニ
記
」
（
臼
ウ
8
）
と
し
て
書
写
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
次
の
l
i
4
の
文
書
で
あ
る
。

1 

明
和
四
亥
十
月
四
日
京
都
柳
原
様
江
両
園
造
殿
占
庚
瀬
土
佐
ヲ
以
言
上
之
寓
（
臼
ウ
9
1
M
ウロ）

2 

御
断
申
上
口
上
覚
（
八
明
和
四
年
V
十
一
月
意
字
六
社
神
主
よ
り
祝
助
大
夫
・
松
林
弥
左
衛
門
宛
）
（
民
オ
1
1
m
ウロ）



tク）

六
社
之
者
紅
白
・
渡
之
覚
（
明
和
七
寅
十
月
廿
五
日
永
井
録
之
助
・
桜
井
武
大
夫
よ
り
意
字
六
社
神
主
宛
）
（
貯
オ
1
1
U
ウ
l
）

差
上
申
一
札
之
事
（
明
和
七
庚
寅
十
月
意
宇
六
社
神
主
よ
り
桜
井
武
大
夫
・
永
井
録
之
助
宛
）
（
幻
ウ
2
1
回
オ
4
）

回
ウ
1
1
印
ウ
4
。
目
録
の
「
元
禄
年
中
出
雲
両
園
造
与
同
園
佐
陀
神
主
争
論
裁
許
書
」
（
幻
オ
8
）
に
相
当
す
る
、
元
禄
十
丁
巳
八
月
附
文

書
。
回
ウ
1
の
文
書
名
は
目
録
の
「
1
裁
許
書
」
が
「
1
裁
許
覚
」
と
な
っ
て
い
る
。
⑤
の
文
書
の
内
、

M
w
i同
は
熊
野
家
の
文
書
を
書
写

し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
例
は
「
右
万
延
元
庚
申
六
月
廿
九
日
峰
上
庄
原
村
社
司
吉
岡
宅
ニ
テ
寓
」
と
あ
っ
て
、
峰
清
が
吉
岡
宅

3 4 

目
録
」
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
相
応
し
く
な
い
。
例
を
末
尾
に
便
宜
上
一
括

し
、
目
録
に
加
筆
し
た
も
の
と
思
う
。
目
録
の
訂
オ
8
に
記
入
さ
れ
た
例
の
文
書
名
の
墨
色
が
そ
れ
以
前
の
訂
オ
1
1
7
よ
り
も
若
干
濃
い

で
写
し
た
と
す
る
か
ら
、
訂
オ
の
「
熊
野
大
社
神
主
家
奮
記

の
は
そ
の
た
め
で
は
な
い
か
。

例

目

ウ

6
1
印
ウ

5
0
目
録
の
「
明
和
年
中
園
造
家
へ
上
官
君
臣
之
礼
儀
議
吏
之
寓
」
（
幻
オ
8
）
に
相
当
す
る
文
書
。
文
書
名
は
明
和
四

丁
亥
正
月
七
日
附
「
明
和
年
中
杵
築
君
臣
一
件
ニ
付
上
官
中
占
御
議
申
候
書
附
寓
」
（
印
ウ
主
で
あ
る
。
例
も
「
右
安
政
四
丁
巳
四
月
二
日
神

門
郡
古
志
之
神
司
水
野
瀬
益
雄
予
か
宅
へ
来
り
つ
其
」
段
峯
清
謄
録
畢
」
と
あ
る
か
ら
、
熊
野
家
の
文
書
で
は
な
い
。
例
も
例
と
同
様
に

末
尾
に
一
括
し
、
目
録
に
加
筆
し
た
も
の
と
思
う
。
目
録
（
幻
オ
9
）
の
同
文
書
名
の
墨
色
が
例
と
同
じ
く
幻
オ
1
1
7
よ
り
も
若
干
濃
い

の
は
そ
の
た
め
で
は
な
い
か
。

右
の
⑤
肘
’
I
同
の
中
で
、
『
足
束
郡
誌
』
（
文
書
編
）
翻
刻
⑧
「
熊
野
大
社
文
書
」
・
⑨
「
熊
野
家
所
蔵
文
書
」
、
『
眠
雲
意
字
六
社
文
書
』
翻
刻
⑥

「
熊
野
神
社
文
書
」
、
未
活
字
化
の
⑮
島
根
県
立
図
書
館
蔵
旧
県
史
収
集
影
写
本
「
国
幣
大
社
熊
野
神
社
蔵
文
書
」
に
収
録
（
⑧
1
⑥
に
百
一
り
重
複

す
る
も
の
も
あ
る
）
に
さ
れ
た
文
書
が
ロ
点
（
文
書
題
目
の
み
の
も
の
を
入
れ
る
と
日
点
）
あ
る
か
ら
、

M
W
1
伺
が
巷
間
に
伝
え
ら
れ
た
無
稽
の
文
書

を
書
写
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
。
以
下
に
、
＠
1
＠
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
文
書
は
④
1
⑥
の
記
号
と
同
文
書
（
⑧
i
⑥
）
中
の
文
書
番

号
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
漢
数
字
で
記
す
。
⑮
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
は
⑮
の
記
号
と
⑮
に
収
録
さ
れ
て
い
る
順
番
（
⑨
に
は
丁
附
が
な
い
た
め
）
を

ゴ
シ
ッ
ク
体
の
算
用
数
字
で
記
す
（
H
は
同
一
文
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）
。
即
ち
、
川
は
⑮
2
・
3
、
例
は
⑮
1
・
4
・
5
・
⑧
五
（
H
⑥
七
・
⑨

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
生
ハ
道
家
正
系
」
（
一
二
）

五



一一ムハ

日
）
・
④
一
ニ
（
H
⑥
ニ
・
⑮
8
）
、
同
は
⑧
一
ニ
（
H
⑨
9
）
・
⑧
四
（
H
⑮
叩
）
・
⑧
六
（
H
⑥
丸
）
・
⑧
十
二
（
H
⑥
一
二
）
・
⑧
十
三
（
H
⑥
十

ーー） 、

で
あ
る
。

同
の
内
容
略
記
の
第
三
ヵ
条
目
、
「
園
造
神
主
違
乱
之
蔓
弁
園
造
新
嘗
会
委
儀
」
（
臼
ウ
3
）
は
、
題
目
の
み
を
記
し
、
本
文
を
収
録
し
て
い
な

い
け
れ
ど
も
、
⑧
二
五
も
し
く
は
二
五
末
尾
の
延
宝
九
年
十
一
月
源
重
方
の
記
に
相
当
す
る
も
の
と
推
測
す
る
。

例
l
M川
の
内
⑧
1
⑨
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
文
書
は
、
例
・
仰
天
正
七
年
九
月
五
日
源
倶
家
（
源
大
納
言
）
従
五
位
下
叙
位
口
宣
案
（
蔵
人

右
少
鱗
藤
原
充
房
）
・
例
暦
応
元
年
十
月
二
日
足
利
尊
氏
祈
祷
状
・
制
の
全
部
（
前
記
参
照
）
・
同
の
内
容
略
記
の
第
一
カ
条
目
「
熊
野
大
社
宝
暦

十
四
社
号
書
出
井
奮
記
捕
唯
一
蹴
一
日
」
（
臼
ウ
1
）
・
第
二
カ
条
目
「
国
府
之
社
二
日
国
分
寺
諸
寺
勅
使
参
向
代
熊
野
神
主
動
蔓
」
（
日
ウ
2
）
〔
共
に
題

目
の
み
〕
に
相
当
す
る
文
書
で
あ
る
。
同
例
例
は
本
論
文
と
直
接
関
係
な
い
た
め
省
略
す
る
が
、
内
容
の
凡
そ
は
お
察
し
頂
け
る
と
思
う
。

以
上
、
文
書
＠
の
内
峰
清
の
手
跡
と
判
断
さ
れ
る
文
書
の
書
写
年
代
は
、
私
の
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
峰
清
の
筆
癖
か
ら
推
測
す
る
と
、
峰
清

壮
年
の
幕
末
か
ら
明
治
維
新
頃
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
例
話
オ
m
i
H
に
「
寓
延
元
年
：
：
：
峯
清
謹
奔
書
」
と
あ
り
、
前
述
の
知
く
、
例
目
ウ
5

に
「
万
延
元
：
：
：
吉
岡
宅
ニ
テ
寓
」
、
例
印
ウ
6
1
7
に
「
安
政
四
：
：
：
峯
清
謄
録
畢
」
と
あ
る
。

i

主
（

2
 

奥
原
福
市
編
『
八
束
郡
誌
』
、
島
根
県
八
束
郡
自
治
協
会
発
行
、
大
正
日
（
お
）
年
、
八
束
郡
。

「
出
雲
意
字
六
社
文
書
』
、
島
根
県
教
育
委
員
会
編
発
行
（
初
版
昭
和

ω八
九
〉
年
）
、
平
成
円
以
（
∞
）
年
（
復
刻
版
）
、
松
江
。



削
「
神
主
熊
野
家
系
図
之
次
第
」
解
説

以
下
の
考
察
に
於
て
は
、
第
3
章
に
翻
刻
す
る
目
録
（
幻
オ
）
か
ら
開
始
す
る
行
頭
に
打
っ
た
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
行
番
号
を
用
い
る
。
但
し
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
史
料
番
号
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
し
た
た
め
、
考
察
に
於
て
は
行
番
号
を
通
常
の
活
字
（
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
る
）
と
し
、
「
行
目
」

は
省
略
す
る
。
丁
附
は
、
本
系
図
を
収
録
す
る
文
書
＠
の

1
丁
か
ら
の
通
し
番
号
で
あ
る
。

第
1
章
に
述
べ
た
如
く
、
刷
は
お
オ
M
1
お
に
あ
る
通
り
、
西
暦

5
8年
、
「
蔦
延
元
年
歳
在
庚
申
八
月
十
日
」
宍
道
称
号
勲
業
大
臣
孫
（
孫

の
字
は
峰
清
に
よ
る
後
の
加
筆
）
出
雲
峯
清
」
が
書
写
し
た
。
文
書
＠
の
外
題
の
⑤
に
「
熊
野
別
火
之
家
脈
」
と
あ
る
如
く
、
現
島
根
県
八
束
郡
八

雲
村
に
鎮
座
す
る
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
熊
野
大
社
の
後
身
で
、
現
在
も
熊
野
大
社
と
称
す
る
神
社
の
神
職
熊
野
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
家
系
図

の
写
し
で
あ
る
。
後
述
の
理
由
も
あ
っ
て
、
そ
の
原
本
に
相
当
す
る
も
の
は
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
島
根
県
立
図
書
館
の
内
田
文

恵
氏
に
よ
る
と
、
同
図
書
館
に
熊
野
家
の
家
系
図
の
写
本
は
収
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
公
刊
さ
れ
た
も
の
も
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
前
章
の
④

ー
⑥
文
書
に
も
翻
刻
さ
れ
て
お
ら
ず
、
⑨
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

熊
野
大
社
神
職
家
の
熊
野
高
裕
氏
に
も
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
熊
野
家
で
は
家
系
図
を
所
蔵
し
て
い
る
が
非
公
開
と
し
て
い
る
、
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
現
在
の
熊
野
家
の
所
蔵
す
る
家
系
図
が
削
の
原
本
で
あ
る
か
否
か
等
、
他
本
に
よ
っ
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な

ぃ
。
し
か
し
、
峰
清
の
所
持
す
る
系
図
は
刷
で
あ
る
か
ら
、
研
究
課
題
で
あ
る
宍
道
家
の
家
系
図
間
の
検
討
に
支
障
は
な
い
。

外
題
⑤
の
「
熊
野
別
火
」
の
別
火
と
い
う
神
役
は
、
石
塚
尊
俊
氏
に
よ
れ
ば
近
世
出
雲
国
の
杵
築
大
社
・
佐
陀
大
社
・
八
重
垣
大
明
神
・
神

魂
神
社
に
も
あ
っ
た
。
前
章
の
文
書
④
八
「
慶
長
七
年
二
月
二
日
山
田
勘
右
衛
門
書
状
」
に
「
雲
州
ニ
而
、
五
別
火
之
由
、
殊
一
一
大
祉
之
儀
申
上

候
へ
ば
」
と
あ
る
。
朝
山
崎
氏
は
、
杵
築
大
社
の
国
造
・
佐
陀
大
杜
の
（
正
）
神
主
を
「
長
官
」
に
、
両
社
の
別
火
を
「
次
官
」
に
擬
え
て
い

る
。
熊
野
別
火
は
当
初
は
筆
頭
神
主
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
が
、
後
世
そ
れ
に
相
当
す
る
地
位
と
な
っ
た
神
職
家
で
あ
り
、
削
l
・
お
に
熊
野

大
社
神
主
家
・
神
主
熊
野
家
と
あ
る
。
石
塚
尊
俊
氏
は
、

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
「
勲
業
宍
道
家
正
系
」
（
三
）

七



人

当
神
社
の
神
主
職
の
古
代
末
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
こ
と
は
い
っ
さ
い
不
明
で
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
「
風
土
記
」
や
「
神
賀
詞
」

に
あ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
出
雲
国
造
家
自
ら
の
奉
斎
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ

が
い
つ
ご
ろ
ま
で
続
い
て
い
た
か
は
も
は
や
知
り
う
べ
く
も
な
い
。
戦
国
以
後
の
文
書
に
よ
る
と
、
そ
の
宛
名
あ
る
い
は
発
信
人
は
「
熊

野
別
火
」
「
熊
野
神
主
別
火
」
「
伊
勢
宮
別
当
」
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
旧
社
家
熊
野
家
の
伝
来
文
書
（
石
塚
氏
「
八
束
郡
誌
』
所
収
、
と

の
注
を
附
す
。
・
：
服
部
）
に
よ
る
と
「
熊
野
大
納
言
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
結
局
、
熊
野
家
な
る
も
の
が
神
主
と
も
別
火
と
も
、
ま
た
大
納

言
と
も
称
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
主
席
神
主
の
下
に
、
寛
文
年
間
に
は
少
な
く
と
も
八
名
の
社
人
が
い
た
ら
し
く
、

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
一
一
月
の
「
意
字
郡
熊
野
村
伊
勢
宮
領
坪
付
帳
」
（
石
塚
氏
『
出
雲
意
字
六
社
文
書
』
所
収
熊
野
神
社
文
書
、
と
の
注
を
附

す
0

・
：
服
部
）
に
「
杜
人
屋
敷
方
」
と
し
て
、
別
火
・
宮
大
夫
・
瞳
（
菱
）
取
・
一
ノ
神
子
・
二
ノ
神
子
・
二
て
ノ
神
子
・
亀
・
宮
守
以
上
八

軒
（
原
文
の
屋
敷
の
坪
数
を
本
引
用
に
際
し
省
略
す
る
。
：
・
服
部
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
第
l
章
文
書
⑧
で
は
＊
の
亀
の
｛
T
Z
E、
⑥
で
は
亀
と
す
る
。

・服部）

右
に
よ
る
と
、
こ
の
刷
系
図
で
は
、
本
来
副
神
主
の
別
火
で
あ
っ
た
熊
野
家
の
第
一
世
を
幻
熊
野
加
夫
巴
伎
櫛
御
気
農
命
と
す
る
な
ど
、
後
世

筆
頭
神
主
と
な
っ
て
以
後
の
作
成
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
系
図
最
後
の
人
物

m九
十
一
世
則
官
弾
野

熊
野
別
火
介
（
天
保

二
八
毎
回
〉
年
生
）
か
ら
さ
し
て
湖
ら
な
い
時
代
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
何
が
し
か
の
史
実
も
含
む
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
こ
の
系
図
の
中
で
、

右
の
⑧
l
⑮
文
書
中
に
見
え
る
同
名
の
人
物
は
、
⑧
中
の
以
下
の
人
物
で
あ
る
。
即
ち
、

④
印
・
凶
・
凶
ペ
源
倶
家
（
天
正
9
年
日
月
）
・
：
剛
山
川
間
八
十
世
倶
家
（
享
禄
2
年
i
慶
長
元
年
）

④
四
・
凶
ペ
源
重
方
（
延
宝
9
年
日
月
）

制

m八
十
五
世
源
重
方
（
万
治
元
年
土
手
保
2
年）

年
1
没
年
無
記
）

⑧
四
ペ
熊
野
達
馬
（
宝
暦
日
年
4
月
）
：
・
同

⑧
附
ペ
熊
野
達
馬
源
柴
朝
（
宝
暦
6
年
3
月
）
・
：
附
加
八
十
七
世
源
柴
侶
達
馬
（
享
保
日

④
山
山
ベ
熊
野
達
馬
（
宝
暦
日
年
2
月
）
：
・
同

④
mm
ペ
熊
野
達
馬
源
柴
侶

（
｛
玉
暦
日
年
2
月
幻
日
）
・
：
同

④
問
ベ
熊
野
達
馬
源
柴
侶
（
宝
暦
日
年
4
月
）
：
・
同

本
系
図
を
初
め
と
す
る
一
連
の
熊
野
家
の
文
書
を
宍
道
峰
清
が
書
写
し
た
契
機
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
近
世
の
神
職
家
同
士
の
親



密
な
関
係
に
於
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
峰
清
の
孫
慶
子
氏
（
後
小
浜
家
に
嫁
す
）

の
長
女
で
あ
る
小
浜
幸
子
氏
（
前
編
（
一
）
鉛
ペ
ロ
行
目
）

は
、
母
か
ら
、
「
熊
野
大
社
の
神
職
家
（
熊
野
家
で
あ
る
か
は
不
明
。
：
・
服
部
）
に
ハ
ル
ノ
ジ
ヨ
ウ
（
文
字
は
不
明

0

・
：
小
浜
氏
）
と
い
う
人
物
が
お
り
、

峰
清
の
妻
道
（
前
編
合
二
間
初
美
智
。
日
御
碕
神
社
の
社
家
小
野
行
学
八
即
ち
、
神
西
房
雄
〉
の
娘

0

・
：
服
部
）
と
イ
ト
コ
関
係
に
あ
っ
て
、
そ
の
縁
で
宍

道
家
に
も
来
訪
し
た
こ
と
が
あ
る
o
」
と
い
う
話
を
幾
度
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
。
熊
野
高
裕
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
伝
わ
る
熊
野

家
の
家
系
図
に
ハ
ル
ノ
ジ
ョ
ウ
と
い
う
人
物
は
見
え
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
小
浜
幸
子
氏
が
取
り
寄
せ
ら
れ
た
峰
清
の
戸
籍
謄
本
、

お
よ
び
、
私
が
日
御
碕
神
社
小
野
宮
司
家
よ
り
頂
い
た
神
西
房
雄
家
の
家
族
名
を
記
し
た
文
書
（
コ
ピ
l
）
に
ハ
ル
ノ
ジ
ヨ
ウ
と
い
う
人
物
は
な

ぃ
。
し
か
し
、
右
の
石
塚
氏
論
文
に
見
る
よ
う
に
熊
野
大
社
に
は
別
火
以
外
の
社
人
も
い
た
か
ら
、
そ
の
観
点
か
ら
の
探
究
の
余
地
も
あ
り
そ

う
で
あ
る
。
家
系
図
や
古
文
書
を
書
写
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
峰
清
と
か
な
り
親
密
な
人
物
が
関
係
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
系
図
で
注
目
し
た
の
は
、
料
紙
の
罫
紙
の
柱
に
「
宍
道
家
蔵
書
」
と
あ
る
こ
と
と
、
削
M
l
お
の
万
延
元
年
八
月
十
日
の
時
点
で
既
に

峰
清
が
「
宍
道
称
号
勲
業
大
臣
孫
（
孫
の
字
は
峰
清
に
よ
る
後
の
加
筆

0

・
：
服
部
）
」
と
自
称
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
私
は
前
編
（
一
一
）
に

於
て
文
書
問
の
作
成
時
期
を
、
「
峰
清
に
よ
る
書
写
（
作
成
）
年
代
は
、
本
文
料
紙
の
柱
に
「
宍
道
家

蔵
書
」
と
あ
る
か
ら
、
明
治
維
新
以
後

で
あ
る
。
即
ち
、
前
編
（
一
）
に
記
し
た
如
く
、
佐
々
布
の
大
森
神
社
神
職
の
宍
道
氏
は
、
明
治
維
新
時
に
池
田
姓
を
改
め
た
も
の
（
却
ペ
注

（3
）
）
だ
か
ら
で
あ
る
o
」
（
回
ぺ
8
行
目

1
m行
日
）
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
糊
系
図
が
書
写
さ
れ
て
い
る
＠
文
書
中
に
記
さ
れ
た
書
写
年
代
の

最
も
古
い
記
は
、
「
安
政
四
丁
巳
四
月
二
日
L

（
文
書
⑧
削
ウ
主
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
年
月
日
に
侍
ト
ヤ
小
作
、
除
、
も
し
く
は
明
治
維
新
後
に
作
成

し
た
本
罫
紙
に
過
去
に
書
写
し
た
文
書
を
転
写
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、
既
に
安
政
4
年
4
月
の
時
点
で
少
く
と
も
私
的
に
は
「
宍
道
家
」
（
罫
紙

の
柱
）
を
使
用
し
、
万
延
元
年
8
月
の
時
点
で
「
宍
道
称
号
」
（
糊
お
）
を
自
称
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
前
編
（
二
）
間
系
図
で
も
池
田

姓
か
ら
宍
道
姓
に
変
っ
て
い
る
の
は
比
オ
却
宍
道
幸
雄
（
峰
清
の
父
）
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
文
書
を
目
下
探
索
出
来
て
い
な
い
が
、
明
治
維
新

頃
に
宍
道
幸
雄
が
池
田
姓
を
宍
道
姓
に
改
め
る
旨
の
届
を
佐
陀
大
社
に
提
出
し
た
文
面
を
宍
道
鈴
子
氏
の
所
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
中
で
見
た
記

憶
が
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
刷
を
含
む
文
書
⑫
の
罫
紙
が
維
新
前
に
作
成
・
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
安
政
・
万
延
の
年
月
日
に
作
為
が
な

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
宍
道
家
正
系
』
（
一
一
一
）

九



け
れ
ば
、
こ
の
「
宍
道
家
」
・
「
宍
道
称
号
」
は
私
的
に
使
用
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
「
宍
道
」
で
は
な
く
「
宍
道
称
号
」

。

と
し
た
の
も
、
あ
る
い
は
私
的
に
使
用
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

翻
刻
に
当
つ
て
は
原
本
の
体
裁
を
保
つ
よ
う
に
努
め
た
が
、
後
の
考
察
に
於
て
注
目
す
る
箇
所
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
変
更
す
る
。
漢
字
に
つ
い

て
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
も
の
も
若
干
あ
る
。
系
図
の
前
に
置
か
れ
た
目
録
も
第
l
章
の
考
察
の
必
要
上
翻
刻
し
、
行
頭
に
振
る
通
し
番
号

は
目
録
の
第
l
行
目
か
ら
開
始
す
る
。
丁
附
は
、
右
述
の
如
く
、
閣
を
収
録
す
る
文
書
＠
の
冒
頭
第
l
丁
か
ら
開
始
す
る
。

2 7 6 5 4 3 
主

（

l
 

（

2
 

石
塚
尊
俊
「
近
世
出
雲
に
お
け
る
神
職
制
度
」
『
神
道
学
」
剖
号
げ
ペ

1
mペ
、
神
道
学
会
、
昭
和
必
（
1
）
年
2
月
、
島
根
県
大
社
町
。

朝
山
崎
『
風
土
記
・
神
・
祭
り
W

出
雲
の
神
信
仰
と
祭
り
』
必
ペ
（
「
出
雲
に
於
け
る
旧
藩
時
代
社
頭
の
幣
頭
制
度
」
）
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
刊

（
古
代
文
化
叢
書
6
）
、
平
成
辺
（
∞
）
年
、
松
江
。

石
塚
尊
俊
「
出
雲
国
神
社
史
の
研
究
』
叩
ペ

1
山
ベ
（
「
意
字
六
社
梗
概
」
熊
野
大
社
）
、
岩
田
書
院
、
平
成
辺
（
羽
）
年
、
東
京
。

3 

164 

「
神
主
熊
野
家
系
図
之
次
第
」
翻
刻

訂
オ
）

O
出
雲
園
一
ノ
宮
正
二
位
勲
七
等
熊
野
大
社
神
主
家
事
記

－
出
雲
園

一
比
波
山

目
録

熊
野
大
社
神
主
系
圃
次
第

一

御

輪

吉

二

一

将

軍

代

ミ

之

御

判

一
出
雲
図
守
井
家
老
之
判

一
コ
プ
ヶ
僚
暑
意

一
明
和
四
年
杵
築
六
社
之
始
末
井
雑
書



10 9 8 

一
元
録
年
中
出
雲
両
園
造
与
同
園
佐
陀
神
、
王
争
論
裁
許
書

一
明
和
年
中
園
造
家
へ
上
官
君
臣
之
礼
儀
議
蔓
之
寓

一

（

以

下

2
行
分
ノ
「
一
」
ヲ
省
略
：
・
服
部
）

L -

（
訂
ウ
）

13 

L 司聞

（
以
下
日
行
分
ノ
「
一
」
ヲ
省
略
・
：
服
部
）

（
お
オ
）

36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 

神

主

熊

野

家

系

園

之

次

第

－

t）

天
照
皇
大
神
天
乃
高
御
舎
仁
在
志
豆
勅
之
豆
宣
久
口
伊
射
那
伎
辱

乃
日
乃
異
名
子
熊
野
加
武
日
伎
櫛
御
気
農
命
波
宣
志
久
出
雲
園

比
波
山
青
垣
山
乃
内
仁
宮
柱
太
敷
立
豆
局
天
乃
原
仁
千
木
高
知
在
伊
射

那
伎
伊
射
那
美
等
監
須
熊
野
大
神
乃
大
社
仁
則
官
志
亘
子
孫
永
久
是

大
神
乎
粛
北
祭
利
天
天
乃
皇
御
孫
乃
等
天
下
乎
所
知
食
須
伊
波
比
乃

神
賀
詞
乎
奏
之
豆
天
津
磐
坂
日
茂
呂
棋
乎
起
作
豆
神
秘
乃
神
事

乎
主
利
天
朝
日
乃
豊
条
登
留
日
仁
賓
枠
乃
長
久
栄
江
在
佐
牟
古
止

天
地
止
窮
無
羅
牟
古
止
乎
御
祈
鵡
奏
之
豆
奉
使
罵
云
ミ

子
時
蔦
延
元
年
歳
在
庚
申
八
月
十
日

宍
道
称
号
勲
業
大
臣
孫
出
雲
峯
清
謹
奔
書
（
孫
、
峰
清
加
筆
・
：
服
部
）

O
天
神
大
祖
伊
射
那
伎
等
乃
日
乃
異
名
子

L-

37 ~ 
38 

塑能宇土
同長同重量子世

加
夫
呂
伎

櫛
御
気
圧を
1λ 

第熊第

同長同E野両
加
夫
呂
伎
櫛
水
戸
比
古
命

38 

櫛
字
気
主
命

櫛
屋
玉
命

39 

櫛
速
那
伎
命

櫛
比
名
彦
命

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
宍
道
家
正
系
』
（
一
一
一
）



一

48 47 46 45 44 43 42 41 40 

第

七

世

第

八

昨

同

八

十

足

王

命

同

犠

詞

玉

命

右
件
白
櫛
御
気
農
命
以
下
犠
－
詞
玉
命
以
前
八
世
者
神
世
也

九

世

武

比

留

玉

命

十

世

磐

別

彦

命

十

一

世

武

名

多

理

命

十

二

世

川

名

義

彦

命

十

三

世

村

玉

主

命

十

四

世

日

志

呂

彦

命

十

五

世

生

根

彦

命

十

六

世

川

曾

比

古

命

十

七

世

石

瀬

彦

命

十

八

世

飯

持

彦

命

十

九

世

伊

奈

坂

北

古

命

二

十

世

伊

輿

足

彦

命

二

十

一

世

御

食

守

彦

命

二

十

二

世

百

文

足

男

命

L-. 

（
羽
オ
）

51 50 49 

武
保
古
力
命

御
食
貴
主
命

八
十
武
代
命

八
百
武
色
命

武
玉
主
命

朝
山
耽
古
命

勇
佐
男
彦
命

高
倉
猛
男
命

二
十
四
世

二
十
六
世

二
十
八
世

二
十
三
世

二
十
五
世

二
十
七
世

60 59 58 57 56 55 54 53 52 

二

十

九

世

耽

於

伎

彦

命

三

十

一

世

磐

垣

耽

古

命

三

十

三

世

武

依

比

古

命

右
自
武
比
留
玉
命
以
下
武
依
彦
神
以
前
二
十
五
世
者
書
不
知
都
而

葬
熊
野
之
男
志
麻
之
陵
駕
云
ミ
（
以
下
コ
シ
y
ク
体
ハ
服
部
ニ
ヨ
ル
）

三

十

四

世

武

虞

主

命

三

十

五

世

起

玉

彦

命

三

十

六

世

武

富

彦

命

三

十

七

世

武

豊

彦

命

三

十

八

世

園

坂

彦

神

三

十

九

世

岩

佐

彦

命

四

十

世

議

名

彦

神

四

十

一

世

山

狭

彦

命

L-. 

一
一
十
世

一
一
十
一
一
世

（
却
ウ
）

61 

四
十
二
世

武
園
彦
神

高
瀬
彦
命

四
十
三
世



70 69 68 67 66 65 64 63 62 

四

十

四

世

櫛

代

彦

神

四

十

五

世

八

百

足

彦

神

四

十

六

世

武

利

耳

神

四

十

七

世

伊

富

伎

彦

神

田

十

八

世

坂

戸

麻

日

四

十

九

世

殖

田

麻

日

五

十

世

槻

田

麻

日

五

十

一

世

神

田

麻

呂

五

十

二

世

長

田

麻

日

五

十

三

世

治

田

麻

呂

右
自
武
慶
主
神
以
下
治
田
麻
呂
以
前
二
十
世
者
害
時
不
知
都
而

葬
青
木
山
之
岡
鷲
云
ミ

五

十

四

世

武

重

麻

呂

勲

位

賜

布

従
六
位
下
勲
業
熊
野
臣
則
官
朝
臣
武
重

治
田
麻
呂
嫡
男
和
銅
三
年
庚
成
生
大
同
四
年
鳴
瀬
大
医

己
丑
秋
八
月
十
日
亮
蕎
百
歳
青
木
山
陵
葬

71 

手71

ハ鳴
系突
凶

臣本、

立キ可
ワ’

ぞ
時

墨
期色
ヲ」

里通
，ワ
ナ土
ィ，H与

手露
目民事
理ョ

yレ
加
筆

72 40 
オ

73 

従
六
位
下
勲
業
熊
野
臣
則
官
朝
臣
武
作

武
重
嫡
子
也
天
平
勝
宝
五
年
発
巳
年
天
長
九
年

壬
子
春
二
月
三
日
亮
書
八
十
歳
青
木
山
醸
葬

五
十
五
世

74 75 76 

武
起

五
十
六
世

80 79 78 77 

五
十
七
世

同

武
起
嫡
子
也
延
暦
三
年
甲
子
生
仁
和
三
年
丁
未

春
二
月
十
日
書
評
百
四
歳
莞
青
木
山
之
陵
葬

同

同

同

同

倶

園

武
起
嫡
男
也
弘
仁
十
三
壬
寅
生
嘉
祥
二
己
巳

社
職
績
歳
二
十
八
在
職
三
十
四
年
寛
平
三
年
辛
亥

春
二
月
三
白
書
七
十
歳
莞
葬
青
木
山
之
陵
鷲

同

同

同

同

倶

託

同

同

同

83 82 81 

五
十
八
世

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
宍
道
家
正
系
』
（
三
）

L-

一一



84 （
羽
ウ
）

Fa 
no 

Fo 
a
E
 マ，no 

五
十
九

88 91 90 89 

ノ、
十
世

92 95 94 93 

六
十
一
世

96 （
引
オ
）

守

I
n
M
G
 。。

白
羽

六
十
二
世

99 102101100 

六
十
三
世

四

倶
園
嫡
男
也
貞
観
五
発
未
生
元
慶
六
壬
寅
社
職
績
歳

L-

二
十
在
職
二
十
六
年
延
長
三
乙
酉
冬
十
月
八
白
書
六
十
三
歳

莞
葬
青
木
山
之
陵
鷺

同

同

同

マ
サ

倶弔ア

倶
託
嫡
男
也
仁
和
二
年
丙
午
生
延
喜
七
丁
卯
杜
職

績
歳
廿
二
在
職
三
十
三
年
天
慶
七
甲
辰
冬
十
月
四
白
書

五
十
九
歳
莞
葬
青
木
山
之
岡
駕

従

五

位

下

同

同

同

重

利

倶
予
嫡
男
也
延
長
二
甲
申
生
天
慶
二
己
亥
杜
職
績
歳

十
六
在
職
四
十
三
年
正
月
四
年
発
巳
夏
四
月
十
八
日
書

七
十
歳
亮
葬
青
木
山
之
陵
駕

同

同

同

同

同

重
宗

重
利
嫡
男
也
天
暦
八
年
甲
寅
生
天
元
四
年
辛
巳
杜
職

L-

績
歳
廿
八
在
職
廿
年
長
元
三
年
十
月
十
二
日
書
七
十
七
葬
青
木
山
之
陵
駕

同

同

同

同

重

直

重
宗
嫡
男
也
天
元
三
年
庚
辰
生
長
保
二
年
庚
子
社
職

績
歳
二
十
一
在
職
二
十
三
年
長
わ
四
年
辛
未
春
二
月
四
白
書

五
十
二
歳
費
葬
膏
木
山
之
陵
吾
ぺ

同

同

同

同

重
信
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五
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121 

重
直
嫡
男
也
寛
弘
二
年
乙
巳
生
治
安
二
年
壬
成
社
職

績
歳
十
八
在
職
三
十
三
年
庚
平
六
葵
卯
冬
十
一
月
二
日
書

五
十
九
歳
藁
葬
膏
木
山
之
陵
鷲

従
四
位
下
熊
野
大
納
言
則
官
朝
臣
重
景

重
信
嫡
男
也
長
久
三
年
壬
午
生
天
喜
二
甲
午
社
職
積
歳

十
三
在
職
二
十
年
延
久
五
発
丑
秋
八
月
朔
白
書
骨
三
十
二
歳
莞

L-

葬
青
木
山
之
陵
駕

同

同

同

同

重

起

重
景
嫡
男
也
康
平
七
甲
辰
生
延
久
五
奨
丑
杜
職
績
歳
九

在
職
三
十
年
大
泊
四
己
酉
冬
十
月
朔
日
毒
六
十
六
歳
莞
葬
青

木
山
之
陵
駕

同

同

同

倶
定

同

重
起
嫡
男
也
永
保
二
壬
成
生
康
和
四
年
壬
午
杜
職
績
歳

二
十
一
在
職
二
十
九
年
久
安
三
年
丁
卯
夏
四
月
十
二
日
蕎
六
十

六
歳
亮
葬
青
木
山
之
陵
罵

従
三
位
熊
野
大
納
言
則
官
朝
臣
仁
次

具
定
嫡
男
也
天
仁
一
冗
年
戊
子
生
大
治
五
年
庚
（
底
在
職
績

歳
二
十
三
在
職
二
十
八
年
安
元
一
一
丙
申
秋
八
月
五
日
書
六
十
九
歳

L-

莞
葬
青
木
山
之
陵
駕

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
「
勲
業
宍
道
家
正
系
』
（
三
）

五
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七
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七
十
二
世

一一エハ

同

同

同

同

仁

守

仁
次
嫡
男
也
保
延
二
丙
辰
生
保
元
二
了
丑
杜
職
績
歳
二
十
二

在
職
二
十
八
年
元
暦
元
年
甲
辰
冬
十
月
九
日
霧
四
十
九
歳
莞

葬
青
木
山
之
陵
駕

同

同

同

仁
吉

仁
次
二
男
也
仁
守
弟
也
二
男
之
社
職
始
是
久
安
三
年
丁

卯
生
元
暦
元
甲
辰
社
職
績
歳
＝
一
十
八
在
職
三
十
九
年
正
嘉

一
一
戊
午
夏
六
月
三
白
書
百
十
二
莞
葬
青
木
山
之
陵
罵

同

同

同

同

仁

成

仁
吉
嫡
子
也
事
詩
永
二
発
卯
生
貞
腰
元
年
壬
午
社
職
績
歳

四
十
在
職
三
十
七
年
弘
長
三
発
亥
秋
九
月
廿
白
書
八
十
一
歳
莞

同

L-

葬
膏
木
山
之
陵
駕

同

同

同

仁
成
嫡
男
也
安
貞
二
戊
子
生
正
嘉
二
年
成
午
社
職
績
歳
三
十

一
在
職
五
十
五
年
嘉
暦
三
年
戊
辰
冬
十
一
月
九
日
蕎
百
一
歳

費
葬
青
木
山
之
陵
罵

同

同

同

同

仁
重

同

倶
潔

仁
重
嫡
男
也
文
永
七
年
庚
午
生
正
和
元
壬
子
杜
職
績

歳
四
十
三
在
職
三
十
七
年
延
文
五
庚
子
春
二
月
三
白
書
九
十

一
歳
亮
葬
膏
木
山
之
陵
駕



142 

七
十
三
世

143 144 
日制オ）

147 146 145 

七
十
四
世

151150 149 148 

七
十
五
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七
十
ノ、

世

同

同

倶
晴

同
門

倶
潔
嫡
男
也
正
伽
三
年
甲
寅
生
貞
和
国
戊
子
社
職

績
歳
麿
永
三
十
三
丙
午
冬
十
月
三
白
書
百
十
三
歳
費
葬

同

L-

青
木
山
之
陵
駕

従
三
位
熊
野
大
納
言
源
朝
臣

倶
久
参
内
昇
進
而
源
氏
賜
布

倶
晴
嫡
男
也
文
和
四
乙
未
生
明
徳
元
年
庚
午
社
職
績
歳

三
十
六
在
職
三
十
五
年
嘉
吉
田
年
甲
子
秋
八
月
朔
白
書
九
十
歳

亮
葬
青
木
山
之
陵
鷲

同

同

同

倶
久

重
行

倶
久
嫡
男
也
醸
永
一
一
年
乙
亥
生
同
三
十
一
年
甲
辰
杜
職

績
歳
三
十
在
職
十
八
年
嘉
吉
元
辛
酉
夏
五
月
十
七
日
書
四

十
七
歳
莞
葬
膏
木
山
之
陵
駕

倶
家
加
筆
倶
久
妻
者
嘗
社
中
宮
守
左
中
娘
伊
志
子

永
吉
わ
工
年
庚
成
夏
四
月
十
九
日
書
評
六
十
六
歳
卒
葬
膏
木
山
之
陵

駕
此
左
中
者
今
左
中
五
代
祖
也

倶
家
加
筆
重
行
者
嘗
社
中
別
火
直
家
娘
加
奈
子
寛
正
二
年

同

L -

辛
巳
秋
七
月
二
十
九
日
書
五
十
六
歳
卒
葬
青
木
山
之
陵
駕

此
直
家
者
今
別
火
直
易
五
代
祖
也

源

重

家

、

F
F
F

重
行
嫡
男
、
永
吉
ア
元
己
酉
生
嘉
吉
元
年
辛
酉
杜
職
績
最

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
「
勲
業
生
ハ
道
家
正
系
」
（
三
）

七
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七
十
九
世
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十
三
在
職
三
年
嘉
吉
三
年
発
亥
秋
八
月
十
白
書
十
五
歳
莞
葬

青
木
山
之
陵
駕

同

同

同

重
固

同

重
行
二
男
也
重
家
弟
也
、
宇
和
五
年
発
丑
生
嘉
吉
三
年

発
亥
社
職
績
歳
十
一
在
職
四
十
六
年
明
麿
元
年
圭
子
冬
十
一

同
月
七
白
書
六
十
歳
莞
葬
青
木
山
之
陵
鷲

倶
家
加
筆
重
園
妻
者
冨
田
城
下
山
口
氏
娘
不
見
子
文
亀

コ
一
年
奨
亥
秋
八
月
十
九
日
蕎
七
十
一
歳
卒
葬
膏
木
山
之
陵
駕

同

同

同

重

春

重
岡
嫡
男
也
賓
徳
一
一
一
辛
未
生
長
事
ご
戊
申
杜
戦
績
歳
三
十

L-

八
在
職
四
十
年
天
文
元
壬
辰
夏
五
月
十
九
日
書
八
十
二
歳
莞
葬

青
木
山
之
陵
駕

倶
家
加
筆
重
春
妻
者
富
田
城
下
目
賀
田
与
四
郎
娘
未
佐

子
大
永
六
年
丙
成
秋
九
月
廿
七
白
書
六
十
三
歳
卒
葬
膏
木
山
之
被
鷲

記
日
嘗
家
之
系
圃
者
自
櫛
御
気
乃
命
代
々
書
継
之
火
置

之
社
納
則
神
鉢
ト
泰
敬
然
所
天
文
十
一
年
春
大
内
殿
之
箪
卒

乱
入
而
矯
尼
子
之
首
村
始
此
近
辺
民
家
山
林
共
ニ
燥
火
ス
其
時

嘗
社
何
レ
モ
炎
上
イ
夕
、
ン
代
々
神
主
直
筆
之
書
板
者
不
残
焼
失

イ
タ
シ
候
依
之
永
禄
八
年
毛
利
元
就
公
ヨ
リ
社
頭
御
建
立
被
篤

成
候
ニ
付
此
方
宅
書
寓
ヲ
以
又
如
前
奉
納
者
也

熊
野
大
納
言
従
三
位
別
火
源
重
忠

従
三
位
熊
野
大
納
言
源
朝
臣
重
忠
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重
春
嫡
男
也
文
明
十
七
年
乙
巳
生
大
永
七
丁
亥
杜
職
績
歳
四
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ウ
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八
十
世

同

十
三
在
職
四
十
年
丈
鉱
ご
奇
午
夏
四
月
六
日
寄
百
十
歳
費
葬
膏

木
山
之
陵
罵
重
忠
妻
者
大
原
郡
午
尾
住
岩
田
金
入
娘
伊
未

子
天
正
二
年
甲
戊
春
二
月
三
日
書
八
十
八
歳
卒
葬
青
木
山
之
陵
駕
記

日
我
家
自
先
代
妻
之
姓
名
不
記
予
是
母
之
姓
名
寄
記
詑
伺
而

先
祖
之
云
停
以
七
世
之
祖
自
倶
久
以
来
妻
之
姓
名
寵
都
置
者

也
此
以
後
子
孫
是
可
記
罵
熊
野
大
納
言
従
三
位
別
火
源
倶
家

同

同

同

倶

家

重
忠
嫡
男
也
事
椋
二
年
己
丑
生
、
札
鉱
一
九
年
丙
寅
杜
職

績
歳
三
十
八
在
職
二
十
六
年
慶
長
元
丙
申
秋
八
月
十
二
日
伯
烈

日
野
サ
、
フ
ク
村
ニ
テ
毒
六
十
八
歳
費
嘗
村
葬
赤
坂
岡
定
結
百

此
倶
家
兵
乱
ニ
付
諸
軍
卒
社
中
ヲ
狭
メ
神
地
ヲ
押
領
イ
タ
ス
ニ

付
テ
京
都
ヱ
訴
訟
ニ
上
京
イ
タ
ス
路
次
同
園
同
村
ニ
テ
痢
病

L-. 

（
羽
オ
）
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ヲ
煩
ヒ
同
村
神
家
ニ
テ
死
去
イ
タ
ス
神
主
代
ミ
位
階
ノ
御
口
宣

御
下
書
等
大
分
持
参
イ
タ
ス
不
残
サ
冶
フ
ク
ニ
預
置
世
上
静
誼

ニ
相
成
故
今
元
和
七
年
辛
酉
三
月
嫡
男
倶
重
嫡
孫
平
十
郎
弁
ニ

村
中
氏
子
二
三
人
同
道
ニ
テ
受
取
ニ
遣
ス
サ
、
フ
ク
ノ
神
人
宅
井
ニ
杜
ト

モ
ニ
火
難
ニ
逢
不
残
焼
失
イ
タ
ス
由
申
ニ
付
是
非
ナ
ク
眠
宅
サ
テ
／
＼

残
念
ニ
存
蔓
也
熊
野
大
納
言
源
秀
家

倶
家
妻
者
首
郡
忌
部
村
住
松
浦
惣
右
衛
門
娘
登
良
子

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
宍
道
家
正
系
』
（
三
）

九
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四
0 

慶
長
六
辛
丑
冬
十
一
月
九
白
書
七
十
二
歳
卒
葬
赤
坂
之
岡
鷲

熊
野
大
納
言
源

秀
家

倶
家
嫡
男
也
天
文
十
八
年
己
酉
生
天
正
十
九
年
辛
卯
社
職

績
歳
四
十
三
在
職
二
十
三
年
明
日
一
一
二
丁
酉
冬
十
月
一
百
害
百

九
歳
亮
葬
赤
坂
之
岡
罵

L-

記
日
此
秀
家
長
毒
之
趣
太
守
松
平
直
政
公
被
達
御
聞
御
城

ヱ
被
為
百
候
而
長
毒
御
褒
美
之
被
成
下
御
盃
井
御
衣
一
重

被
下
為
御
相
伴
乙
部
九
郎
兵
衛
楢
崎
要
庵
老
両
人
御
出
被

成
候
販
宅
仕
向
老
極
御
不
便
ニ
被
為
思
召
而
要
庵
被
見

送
様
被
成
御
意
候
ニ
付
要
庵
老
御
見
送
御
越
有
之
候

重
潔
記
之

秀
家
奏
者
賞
郡
忌
部
村
住
長
瀬
九
兵
衛
娘
止
与
子

寛
永
三
丙
寅
秋
ん
月
十
八
日
書
六
十
六
歳
卒
葬
赤
坂
之
岡
罵

i原

倶
重

ト
~ 

中
将

秀
家
嫡
男
也
天
正
十
年

J
T生
慶
長
十
八
発
丑
社
職
績
歳

三
十
二
在
職
十
一
年
元
和
九
発
左
一
一
月
十
四
日
書
四
十
二
歳
亮
葬
志

夜
久
保
之
上
罵

L-

倶
重
妻
者
松
江
城
下
堀
尾
作
左
衛
門
娘
千
代
子
元
和
五
年
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五
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己
未
夏
六
月
十
日
卒
蕎
四
十
歳
葬
志
夜
久
保
乃
上
罵

源

仁

作

粛

ト

云

倶
重
嫡
男
也
慶
長
四
年
己
亥
生
元
利
九
発
亥
社
職
績
最

廿
五
在
職
六
年
寛
永
五
年
戊
辰
春
三
月
十
九
日
書
三
十
歳

費
葬
赤
坂
之
岡
罵

仁
作
妻
者
賞
郡
平
原
村
之
住
石
倉
惣
左
衛
門
娘
加
根

子
寛
永
一
一
一
丙
除
冬
十
二
月
二
白
書
十
九
歳
卒
葬
赤
坂
之
岡
罵

i原

伊
予象

ト
云

倶
重
二
男
也
仁
作
弟
也
元
和
四
年
戊
午
寛
永
五
年
戊
辰

社
職
績
歳
十
一
在
職
四
十
七
年
元
禄
十
四
年
辛
巳
春
二

月
三
白
書
詩
人
十
四
歳
莞
葬
志
夜
久
保
乃
上
溝
戒
名

重
潔

L-

宗
門
之
契
約
而
出
家
之
結

縁
受
戒
名
付
蔓
嘗
家
始
是

重
潔
妻
者
嘗
郡
大
庭
之
神
魂
社
中
秋
上
作
右
衛
門
娘
世

年
子
元
禄
十
二
年
己
卯
冬
十
一
月
十
八
日
蕎
七
十
四
歳
卒
葬
志
夜

久
保
之
上
罵
戒
名
雪
渓
院
霜
岩
栄
樹
神
女

源

重

方

左

衛

門

ト

云

重
潔
嫡
男
也
万
治
元
年
戊
生
延
賓
二
年
甲
寅
社
職

績
歳
十
七
在
職
三
十
四
年
享
保
二
年
丁
酉
冬
十
月
二
白
書
六
十

歳
亮
葬
赤
坂
之
岡
罵
戒
名
瑞
峯
院
大
罵
義
長
神
士

重
方
妻
者
嘗
庄
小
松
原
十
兵
衛
娘
未
年
子
宝
月
六
丙
子

桃
源
院
黙
雲
惇
宜
神
士

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
宍
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